
東消式発泡器の試作結果

1.はじめに

高発泡機器は，わが国においても数年前から研究に

着手し，現在では火災種別，使用目的に応じた各種各

様の発泡機器が開発され全国的に普及している状況に

ある。

当研究所でも，高発泡機器については操作性と性能

の向上を目標に39年度から研究を進め，いままでに数

種の機器を試作車うるいは改良してきたところである

が，このたび，きわめて簡単な機構で発泡でき高能力

の得られる発泡器を試作したので，その概要について

報告する。

2. 試作上の設定条件

従来の高発泡機器は，発泡倍率，発泡量等が一般に

一定とされていたが，これらに対し次の 5項目を試作

上の設定条件とした。

1. 1種の発泡器でし、かなる火災(禁水性火災を除

く)にも対処できるよう，発泡倍率を可変とするこ

と。

2.火点から離れた位置で発泡しでも有効な消火がな

されるよう，泡の放射距離を可変とすること。

3.発泡中においても発泡位置の移動が簡単であるこ

と。

4.操作上なんらの技術も必要としないこと。

5.製作コストが低廉であること。

従来の発泡機構あるいは方法にもとづき上記条件の

すべてを満足させることは不可能と云っても過言では

ない。たとえば，従来のイメージにもとづき第 l項，

第2項を満足させるために数種の方法を検討すれば，

第 3~5項については逆現象を生ずると云った具合で

ある。したがって，従来の発泡機構なり方法を一段飛

蹟させた状態で検討する必要がある。

たまたま，上記条件を比較的満足させ， しかも安易

な方法により解決させるために，放水展開角度が可変

型の噴霧ノズノレを利用することに着服した。すなわ

ち，噴霧ノズルの放水展開角度をし、かように変化して
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も泡を発生するならば，第2項目の条件は. ノズルの

放水展開角度を変化させることによりある程度満足さ

せることが可能である。しかも， ノズルの放水展開角

度を変化させれば，噴霧の周辺に生ずる風速も展開角

に応じて変化するはずであるから，同時に第 1項の条

件をも満足するという推論にたち，放水展開角可変型

噴霧ノズルの利用を前提条件として試作に至ったもの

である。

3. 構造および機能

従来の高発泡機器は，泡を発生させる手段として，

自吸式，強制l送風式を問わず風を発生させる機構をと

りいれてあるが，東消式発泡器は，第 l図に示すとお

り風を発生させるための機構は特lこなL、。

泡を発生させるために必要な器具は，噴霧ノズルと

発泡ネットだけであり.噴溺ノズノレの前方 1mの位置

に3本のピームを介して直径1mの発泡ネットを取付

けただけで，基部は放水用の管そうに固定する。発泡

ネットは，数種のものについて発泡テストを実施した

結果選定したもので諸元，強度等は第 l表のとおりで

ある。

なお，噴霧ノズルは，東京消防庁管下で一般に消火

用として広く使用されている21型噴鋭ノズルと称する

もので，常用使用圧力は 3kgJ佃 2て・ある。またノスル

と発泡ネットとの間隔Lは， ノズルの常用使用圧力3

kg Jcm2において.Lと発泡量との関係を調べ，最高の

能力を示す間隔として決定したものである。

従来の発泡機器は，発泡能力が一般に一定とされて

いたが，東消式発泡器は，噴霧ノズルの放水展開角度

を変化させることにより泡の倍率あるいは放射距離

をある範囲内で自由に変えられるものである。すなわ

ち，放水展開角度uを漸次小さくすると発泡倍率は次

第に小さくなり，放射距離は，逆に次第に大きくな

る。

4. 性 能

以下に記述する内容は，泡弗!に東消AT型泡邦u(当
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第1図東消式発泡器組立図

第1:表発泡ネットの諸元

原系番号|経緯共ナイロン， 4200 

組 織 | 立編メリヤス，18Yージ/吋
目 i 経緯共18以上j5佃

織 巾 I92佃
引張強度 l経緯共州j5 cm 

号参照のこと)を使用し，水との混合率を1.5 % (有

効界面活性剤濃度 0.33百)として行なった実験結果に

よるものである。

1. 放水展開角度と発泡量，発泡倍率との関係

第2図は， ノズル圧力を 3kgjcm2一定とし， ノズノレ

の放水展開角度を変化させたときの発泡量，発泡倍率

の状態変化を示したものである。なお，発泡倍率は，

総泡畳と総放水量との比で求めたものである。

直径にして70c阻の点が発泡坑130m3jmin，発泡倍率が

240倍でともにピータを示しており，ノズルの放水展

開角度を次第に小さくし，ネ ット面の噴霧円直径を20

佃にする左，発泡倍率が小きくなり40倍程度の泡が得

られる。またノズルの放水展開角度を38040'以上に拡

げると発泡量.倍率とも小さくなるが，これは，ネッ

ト面の噴霧の分布状態が中空になると同時に，噴湯に

より発生した風が有効に使われないために生じる現象

ノズルの放水展開角度が38040'，ネット面の噴銭円 と思われる。
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第2図 放水展開角と発泡能力との関係
〈ノス)レ圧力 3kgjcm'一定〉
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2. ノズル圧力と発泡量，発泡倍率との関係

第3図は，第2図で最高の発泡量を示した放水展開

角度，すなわちネット面の噴霧円直径を 70cm一定と

しノズル圧力を変化させたときの発泡量，発泡倍率

の状態を示したものである。

第3図 ノズル圧力と発泡能力との関係
〈不ット面の噴銭円直径70佃一定〉
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第3図によると，発泡盆，発泡倍率のピークはノズ

ル圧力が 3kgjcm2付近であり.21型噴霧ノズルの常用

使用圧力が 3kgj佃3であるから発泡器として使用する

場合もその条件にかなうものである。

3. 放水の展開角度と泡の放射距離との関係

第4図は，ノズル圧力を 3kgjcm 2 • 泡の放射角度を

第4図 放水展開角度と放射距離の関係
(ノスノレ圧力 3kgjcm2一定〕
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300 一定としノズルの放水展開角度と泡の放射距離

との関係を示したものである。

第4図によるとノズルの放水展開角度を小さくして

L 、くと，泡の放射距離は次第に大きくなり最大で12m

強の放射距離を示している。このときの発泡状態は写

真 1および2のとおりである。写真1は， ノズノレの放

水展開角度を大きくしたとき，写真2は，放水展開角

度を小さくしたときのそれぞれの放射状態を示したも

のである。

写真 l

写真2

4. ノズル圧力と泡の放射距離との関係

第5図は，第4図で巌大の放射距離を示したノスノレ

の放水展開角度すなわちネット面の噴霧円の直径を20

四一定とし，ノス‘ル圧力と泡の放射距離との関係を示

したものである。

第5図 ノスル圧力と泡の放射距離との関係
〈ネット面の噴怨円直径20佃一定〕
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最もよい発泡状態は. 4-2項で記述したとおりノ

ズル圧力が 31屯jcm2付近とされているが，特に泡の放

射距離を必要とする場合は，第5図からもわかるよう

に3見jC1JJ2というノズル圧力にこだわらず，高圧で発

泡すべきである。
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5. おわりに

第1図に示した発泡器は，発泡曲目力を把握するため

に試作したものであるから，機能的にみて実用性には

きわめてとぼしい。実際には，折たたみ式あるいは取

はずし容易にするなどの処置がなされ，すでに実用化

されているものである。しかしこの種発泡器におけ

る発泡機構乞るいは発泡理論についていまだ不明な点

が多く，今後は，これらの解決にあたると同時に，あ

わせて大型東消式発泡器の開発，あるいは法令にもと

づくところの泡消火設備への導入等広範な応用研究を

進めたい。

おわりにのぞみ，試作にあたって東京消防庁消防機

械工場の協力を得たことに深甚なる謝意を表するもの

である。

( 91 ) 


	00000001
	00000002
	00000003
	00000004
	00000005
	00000006
	00000007
	00000008
	00000009
	00000010
	00000011
	00000012
	00000013
	00000014
	00000015
	00000016
	00000017
	00000018
	00000019
	00000020
	00000021
	00000022
	00000023
	00000024
	00000025
	00000026
	00000027
	00000028
	00000029
	00000030
	00000031
	00000032
	00000033
	00000034
	00000035
	00000036
	00000037
	00000038
	00000039
	00000040
	00000041
	00000042
	00000043
	00000044
	00000045
	00000046
	00000047
	00000048
	00000049
	00000050
	00000051
	00000052
	00000053
	00000054
	00000055
	00000056
	00000057
	00000058
	00000059
	00000060
	00000061
	00000062
	00000063
	00000064
	00000065
	00000066
	00000067
	00000068
	00000069
	00000070
	00000071
	00000072
	00000073
	00000074
	00000075
	00000076
	00000077
	00000078
	00000079
	00000080
	00000081
	00000082
	00000083
	00000084
	00000085
	00000086
	00000087
	00000088
	00000089
	00000090
	00000091
	00000092
	00000093
	00000094
	00000095
	00000096
	00000097
	00000098
	00000099
	00000100
	00000101
	00000102
	00000103
	00000104
	00000105
	00000106
	00000107



